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定年退職にあたって
～挑戦す ることで技術を研鑚 する～
第三技術室 鈴木 重寛
昭和39年3月911福 井大学 工学部応用物理学科 に着任以来42年 の歳月が流れ て しまった。想
い返す と、鉄筋 コンク リー トで新 築 され て間がない建物(学 内の建物 はほ とん ど木造で した)で 気
持 ちの良い環境 で社会人 と しての第 一歩 を踏み 出す こ とになった。 しか し、研究憲 に配属 され る と
間 もな く教授 に よる面接 があ り、ある文献の真 空管 回路 図でこの部品 は何故 あるのか、ここの真空
管は どのよ うな働 きを しているのか との質問 を受 けた。機械系 出身の私 には、何 も答 えることがで
きず悔 しかった。
これ ではいか ん と、研 究室の仕事 を しな逼 ら、精力的に電気 系の学問に取組 む決意 を した。教員
の了解 のも と、 市内の電気店 か ら壊れ た真 空管氏 ラジオやテ レビを2,3個 もらい受 け、研 究室で
真空管回路 の動作原理 を 自主的に学んだ。オシ ロス コー プで回路 の各部の波形 を観測 し実践 的な勉
強 を重ね た。研究室には、真空管、抵 抗、 コンデ ンサー 、コイル などの電子パーツが数多 く保 管 さ
れ 自由に使 用で きた。 その内に、 ロコ ミで ラジオやテ レビの修理 が研究室 に持ち込まれ た。
昭和43年 に、新設 された電子 工学科 に上:司とともに異動 した。研 究室では電子管 回路 に よる電
源 、増幅器 、検波、変調 回路 を設計 ・作製 し学生実験や研究 に携わ った。数年後 には トランジスタ、
ダイオー ド、集積回路 αC)な どの 半溝体製品が主流 とな り、新 たな知識が必要 となった。 この知
識 ・技能は、同僚 の技術職 員5名 が勤務時間外に トランジスタ回路 に関す る勉強会 を開き教 えて も
らった。電気系の技術職員 か ら直接教 わ り、無知の私 には多 くの ことを学んだ、おか げで半導体回
路 の設計 も製作 も可能 とな った。また 、 廟分 由身の能力 の向上 と知識 の整理 のた め、所 属す る研 究
室 の研 究分野 である通信 工学の学習 も兼 ねて、無線 従事者の国家試験 を 目指す ことになった。幸い
にも、同僚 からの暖かい技徳支 援 もあって最 高位 の資格が とれた。
昭和 岨6年 頃か ら、電化製品 はデ ジタル化が進み、電}回 路 の信号処理はアナ ログか らデ ジタル
へ と変貌 し、電子部品はデ ジタルICが 研 究室 でみ られ るよ うにな った。 こんな時、 アナ ログ回路
とデジ タル凹路 を複合 した電子 装置開発 の依頼 があった。 肖分の能力 を超 した開発 と知 りっっ、未
知の学 問分野への挑 戦 も兼 ねて、種類 の少 ないデ ジタルIC等 のパー ツを探 しなが ら回路設 計に取
組 んだ。設計か ら製 作に1年 かけ、数枚 のプ リン ト基板 に様 々なデ ジタルICを 半田で固定 し、 ビ
ニール線 でIC間 を接続 した。配線後 にはICが ビニール線 で全 部隠れて しま う状態 であった。製作
後 、電源 を入れ て動作確認が済む までは非常に不安で、す ご く緊 張 した瞬間で もあった。2、3割
の賭 けで開発 した製 は、設計図 どお りに高速で しか も正確 に動作 して くれた。 この ときの感動 は今
で も鮮 明に覚えてい る。 ものづ くりの経験がない とこの気持 ちは味わ うことできないで しょう。
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昭和50年 頃にな ると、研 究室では当時1千 万 円規模 の電 子計 算機 が導入 され、研 究室の研究体
制が大き く変わった。学生等 は高級 言語 のフォー トラン しか理解 できない。研 究室のス タッフか ら
は、プ ログラムか ら磁気 デ ィスク装置、アナ ログ入 出力装置、XYプ ロッタ装置 等の周辺装置 を 自
由 自在 に制御 したい。 しか し周 辺装 置を制御す る
アプ リケー シ ョンは、非常 に高価 で購入す る予算
がない。 この ような研究室 の状況 下で、 フニォー ト
ラン言語 のサ ブルーチ ンで電 子計算機の周辺装置
を コン トロールす るプ ログラムパ ケー ジの開発が
必須 となった。私 に とって ソフ トウェア開発への
新た な挑戦 となった。アセ ンブ リ言語は 、1ス テ
ップ1命 令のためプ ログラムの大き さは1000行
か ら2000行となった。制御 プ ログラムが完成す
る と、 フォー トラン言語 で音声デー タの入出力、
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懐かしい研究室の電子計算機
磁気デ ィス クや フロッピーデ ィス クのフ ァイル管理、XYプ ロ ッタや グラフィ ックデ ィスプ レイ画
面に グラフの出力な どがCALL文 で簡単 にで きるよ うになった。見学に きた メーカは絶賛 していた
が、学生 も非常 に喜 んで くれた。ハー ドウェアの開発 と違 った ものづ く りの喜び を感 じた。 その時
開発 した100個以 上のプログラムは、その後10年 ばか り研究 開発 に活用 されていた.
昭和63年 に情報 工学科 に異動 し、研究室 のプ ログラム開発等の情報 処理及 び電子 計算機 の運用
管理 、平成13年 に研 究室か ら総合 情報処理セ ンター に移 り、福 井大学 全域 の教職員 等を対象 とし
たマル チ メデ ィア(動 画 、静 止画)、電子計算機 、ネ ッ トワー クに関す る教 育支援 、技術支援 、シ
ステ ム運用管理が主 とす る業務 とな った。
最後 に、お世話にな った西堀 栄三郎先生 のこ とを述べ ます。先 生は、京都大学理学部出身で、登
山家(雪 山賛歌 の作詞者で もある)、真 空管の発明 、日本 初の南極観 測越 冬隊長(NHK番 組 プ ロジ
ェク トXで も放 映 され た)と して著名な方で、 「チー ムワー ク」 と題 目 した講演会 を学 生在籍 中に
企画 し福井 で実現 しま した。先生は この講 演の中で 「組織で新 しい ことに挑 戦す るには組織 内のチ
ー ム ワー クが不可欠であ る」 と強調 され ていま した。 ものづ く り或いは新 しい ものを開発(挑 戦)
す るにあた って、「同 じ性格 の人たちが一致団結 して も、その力 は和 の形 で しか増 やせ な い。異 な
る性格 の人たちが団結 すれ ば積 の形 で大 き くな る」 とい う言葉 を残 しています。個 々の優れ た技術
をもつ技術職員 と異な る技術分 野の技術職員 との相 互協力の体制 が確 立すれ ば、それぞれが得意 と
す る技術分 野は融合 して更 に高度 な技衛開発が可能 で あるとの意味であろ うと解釈 します。技術部
職 員のプ ロジェク トで、技術相談等の技術 支援 に対応で きないだ ろ うか。技術部 が福井大学 にお け
る技術 支援 の中核 と して今後益 々活躍 され ることを期待 してお ります。
福井 大学技術 部の皆様 には、大変永 い間お世話 にな りあ りが と うござい ま した。
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